
【協定の主な内容】

・ペットボトルの水平リサイクル及び資源循環の推進

・ペットボトルの水平リサイクルに係る普及啓発及び環境学習の連携及び協力

・持続可能な循環型かつ脱炭素社会の実現

瀬戸市・尾張旭市・長久手市は、豊田通商㈱・サントリーグループと提携し、ペット

ボトルから再度ペットボトルに再生する技術である「ボトル to ボトル」という水平リサイ

クル事業に取り組みます。

ボトル to ボトルの水平リサイクルは、資源を繰り返し利用でき、新たに石油由来原料か

らペットボトルを作るのに比べて CO2を約 60％削減できるメリットがあります。このたび

の協定に基づき、市民から資源物として出されたペットボトルを市が収集し、「サントリー

製飲料のペットボトル」として再生して流通を確立します。

これにより、ペットボトルの再生先が明確に「見える化」され、市民のリサイクル意識の

さらなる向上が期待されます。また、ペットボトルの更なるリサイクル促進を図り、脱炭素

社会の実現と循環型社会の形成を推進します。
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